
「
チ
ロ
ヌ
ッ
プ
の
き
つ
ね
」
な

ど
の
レ
リ
ー
フ
の
清
掃
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
実
施
！

国
道
１
０
７
号
沿
い
、
童
画
の
ト

ン
ネ
ル
付
近
に
飾
ら
れ
て
い
る
、
高

橋
宏
幸
氏
の
原
画
「
チ
ロ
ヌ
ッ
プ
の

き
つ
ね
」
な
ど
の
レ
リ
ー
フ
（
壁
画
）

の
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
、
市
観
光

協
会
東
由
利
支
部
主
催
に
よ
り
、
８

月
１
日
（
火
）
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
平

成
26
年
の
「
国
民
文
化
祭
・
あ
き
た

２
０
１
４
」
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
合

わ
せ
て
始
め
ら
れ
た
も
の
で
、
今
年

で
４
回
目
と
な
り
ま
す
。

当
日
は
、
21
人
の
参
加
者
が
集
ま

り
、
約
２
時
間
ほ
ど
の
時
間
を
か
け
、

周
辺
の
除
草
作
業
を
中
心
に
行
わ
れ

ま
し
た
。
除
草
作
業
終
了
後
は
、
レ

リ
ー
フ
本
体
の
洗
浄
が
行
わ
れ
、
作

業
後
の
レ
リ
ー
フ
本
体
は
、
ピ
カ
ピ

カ
と
輝
き
を
増
し
て
い
ま
し
た
。

食
欲
そ
そ
る
夏
の
軽
ト
ラ
市
！

今
年
２
回
目
と
な
る
「
黄
桜
の
里

軽
ト
ラ
市
」
（
黄
桜
の
里
ひ
が
し
ゆ

り
活
性
化
委
員
会
主
催
）
が
、
７
月

30
日
（
日
）
に
道
の
駅
「
東
由
利
」

を
会
場
に
行
わ
れ
、
約
９
０
０
人
の

人
出
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

今
回
出
店
し
た
店
舗
数
は
、
前
回

を
上
回
る
24
店
舗
。
夏
の
定
番
、
か

き
氷
が
販
売
さ
れ
た
ほ
か
、
市
特
産

の
秋
田
由
利
牛
の
串
焼
き
、
鮎
の
焼

き
魚
な
ど
、
会
場
で
は
、
食
欲
を
そ

そ
る
香
り
が
漂
っ
て
い
ま
し
た
。

次
回
開
催
は
、
10
月
１
日
（
日
）

に
予
定
さ
れ
て
お
り
、
収
穫
の
秋
と

も
な
る
こ
と
か
ら
、
た
く
さ
ん
の
出

品
に
期
待
が
寄
せ
ら
れ
ま
す
。

陶
芸
教
室
を
開
催
し
ま
す

▼
日
時

【
昼
の
部
】

９
月
10
日(

日)

10
時
～
16
時

【
夜
の
部
】

９
月
13
日(

水)

・
14
日(

木)

各
17
時
30
分
～
20
時
30
分

▼
場
所

東
由
利
陶
芸
工
房
（
湯
楽

里
裏
）

▼
対
象

中
学
生
以
上

▼
定
員

各
部
12
人
（
先
着
順
）

※
釉
掛
け
、
完
成
引
き
渡
し
の
日
時

は
参
加
者
に
別
途
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

▼
参
加
料
（
粘
土
２
㌔
込
み
）

一
般
２
千
円
・
中
高
生
千
円

▼
用
意
す
る
物

エ
プ
ロ
ン･

タ
オ
ル

２
枚

▼
申
込
み
・
問
合
せ

教
育
学
習
課

（
69-

２
３
１
０)

HIGASIYURI SOUGOUSISYO DAYORI

総合支所だより

第 ３２２号

２０１７
８月１５日発行

東由利老方
字橋脇112

東 由利
総合支所

7月31日現在住民基本台帳 1,273世帯・3,468人(男1,679人・女1,789人) 前月△3人

買い物を楽しむ来場者

清掃参加のみなさん。きつねたちもうれしそう。



じ
ゃ
が
い
も
の
収

穫
に
満
面
の
笑
み

【
じ
ゃ
が
い
も
掘
り
体
験
】

８
月
６
日
（
日
）
、
東
由
利
グ
リ
ー

ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
研
究
会
（
金
子
拓

雄
会
長
）
が
主
催
す
る
、
じ
ゃ
が
い

も
掘
り
体
験
が
開
催
さ
れ
、
市
内
外

か
ら
約
70
人
が
参
加
者
し
、
じ
ゃ
が

い
も
の
収
穫
に
汗
を
流
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
30
度
を
超
え
る
暑
さ
に

も
関
わ
ら
ず
、
「
暑
く
な
い
、
楽
し

い
！
」
と
子
ど
も
達
は
元
気
い
っ
ぱ

い
に
土
を
か
き
分
け
、
見
つ
け
た
じ
ゃ

が
い
も
を
片
手
に
満
面
の
笑
み
。

収
穫
さ
れ
た
じ
ゃ
が
い
も
は
、
持

ち
帰
る
こ
と
が
で
き
、
参
加
者
の
皆

さ
ん
は
、
用
意
さ
れ
た
袋
が
破
れ
そ

う
に
な
る
く
ら
い
、
た
く
さ
ん
の
じ
ゃ

が
い
も
を
詰
め
込
ん
で
い
ま
し
た
。

ま
た
、
４
日
（
金
）
に
は
、
横
手

市
十
文
字
の
認
定
こ
ど
も
園
こ
ひ
つ

じ
の
園
児
と
地
元
み
ど
り
保
育
園
の

園
児
が
体
験
し
た
ほ
か
、
５
日
（
土
）

に
は
、
秋
田
し
ん
せ
い
農
協
が
主
催

す
る
ア
グ
リ
ス
ク
ー
ル
で
も
体
験
の

受
け
入
れ
が
行
わ
れ
、
延
べ
約
２
０

０
人
の
参
加
者
が
集
ま
り
、
収
穫
の

楽
し
さ
を
体
感
し
た
３
日
間
と
な
り

ま
し
た
。

東
由
利
自
治
会
連
絡

協
議
会
研
修

東
由
利
地
域
の
自
治
会
長
で
組
織

さ
れ
る
「
東
由
利
自
治
会
連
絡
協
議

会
」
の
管
内
・
管
外
研
修
が
８
月
４

日(

金)

に
開
催
さ
れ
、
14
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

午
前
は
、
今
年
３
月
に
完
成
し
た

鳥
海
地
域
の
由
利
本
荘
市
民
俗
芸
能

伝
承
館
「
ま
い
ー
れ
」
を
訪
問
し
、

鳥
海
山
を
中
心
と
し
た
地
域
の
地
理

的
特
徴
や
、
獅
子
舞
番
楽
等
の
由
利

本
荘
地
域
に
受
け
継
が
れ
て
き
た
民

俗
芸
能
に
つ
い
て
話
を
聞
き
ま
し
た
。

午
後
は
、
に
か
ほ
市
の
仁
賀
保
高

原
、
奈
曽
の
白
滝
、
金
峰
神
社
、
元

滝
伏
流
水
を
訪
れ
ま
し
た
。
昨
年
９

月
に
「
鳥
海
山
・
飛
島
ジ
オ
パ
ー
ク
」

に
認
定
さ
れ
、
由
利
本
荘
市
内
の
14

箇
所
が
地
質
遺
産
と
し
て
登
録
さ
れ

た
こ
と
か
ら
、
ジ
オ
パ
ー
ク
に
つ
い

て
見
識
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
見
学
し
ま
し
た
。
東
由
利
地
域
の

ジ
オ
サ
イ
ト
で
あ
る
ボ
ツ
メ
キ
湧
水

に
つ
い
て
意
見
が
飛
び
交
う
な
ど
、

参
加
者
の
活
発
な
姿
勢
が
見
ら
れ
ま

し
た
。

｢

平
成
29
年
７
月
22
日
か
ら
の
大
雨｣

に
よ
る
被
害
状
況

７
月
22
日(

土)

か
ら
23
日(

日)

に

か
け
て
降
り
続
い
た
大
雨
に
よ
り
、

東
由
利
地
域
に
お
い
て
も
、
建
物
へ

の
浸
水
、
道
路
や
ほ
場
の
冠
水
、
土

砂
崩
れ
な
ど
の
被
害
が
発
生
し
ま
し

た
。
避
難
勧
告
が
７
８
８
世
帯
２
，

１
０
６
人
に
発
令
さ
れ
た
ほ
か
、
避

難
所
も
開
設
さ
れ
、
計
57
人
が
避
難

所
で
一
夜
を
過
ご
し
ま
し
た
。

避
難
勧
告
・
避
難
指
示
は
避
難
を

強
制
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

発
令
さ
れ
た
際
は
、
各
自
主
防
災
組

織
・
自
治
会
で
協
力
し
な
が
ら
早
め

の
避
難
準
備
・
避
難
を
お
願
い
し
ま

す
。

▼
避
難
勧
告

災
害
に
よ
っ
て
被
害
が
予
想
さ
れ

る
地
域
の
住
民
に
対
し
て
、
避
難
を

勧
め
る
も
の
で
す
。

▼
避
難
指
示

住
民
に
対
し
、
避
難
勧
告
よ
り
も

強
く
避
難
を
求
め
る
も
の
で
す
。
避

難
勧
告
よ
り
も
急
を
要
す
る
場
合
や

人
的
被
害
が
出
る
危
険
性
が
非
常
に

収穫したじゃがいもに満面の笑み

まいーれで説明を受ける参加者



橋梁

河
岸
決
壊

河
道
埋
塞

護
岸
裏
洗
堀

土
砂
崩
落

土
砂
埋
塞

土
羽
護
岸
洗
堀

法
面
崩
落

落
石

路
肩
決
壊

路
肩
洗
堀

路
面
流
出

橋
台
洗
堀

１２８１０２１１２２４１１７１１１２８４０２４１０２４４

棟棟棟
箇
所

箇
所

箇
所

箇
所

箇
所

箇
所

箇
所

箇
所

箇
所

箇
所

箇
所

箇
所ha

箇
所

箇
所

箇
所

箇
所

箇
所

路
線

畦
畔
崩
落

農
地
冠
水

林
道
頭
首
工

農
道
橋

農
道
用
排
水
路

河川市道▼
農
林
業
関
連

▼
河
川
・
道
路
関
連

▼
床
上
・
床
下
浸
水

床
上
浸
水

床
下
浸
水

作
業
小
屋
等
浸
水

高
ま
っ
た
場
合
に
発
令
し
ま
す
。

東
由
利
地
域
の
８
月
７
日(

月)

現

在
の
被
害
状
況
は
次
の
と
お
り
で
す
。

被
災
さ
れ
ま
し
た
方
に
心
よ
り
お

見
舞
い
申
し
あ
げ
ま
す
。



講
演
会
を
開
催
し
ま
す

～
石
沢
川
夏
盛
り

歴
史
と
文
化
と
人
～

こ
と
ぶ
き
大
学(

第
５
回)

で
は
、
読

売
新
聞
秋
田
県
版
の
連
載
「
子
吉
川
の

四
季
」
で
お
な
じ
み
の
小
林
義
人
氏
を

講
師
に
迎
え
、
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

一
般
の
方
も
聴
講
で
き
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
日
時

８
月
30
日
（
水
）

10
時
30
分
～
正
午

▼
講
師

読
売
新
聞
東
京
本
社

由
利
本
荘
通
信
部

記
者

小
林

義
人

氏

▼
内
容

「
石
沢
川

夏
盛
り

歴
史
と
文
化
と
人
」

▼
場
所

有
鄰
館

集
会
室

▼
参
加
費

無
料

▼
そ
の
他

ご
自
宅
で
新
聞
を
購
読
し

て
い
る
方
は
新
聞
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

(

新
聞
社
は
問
い
ま
せ
ん
。)

（
教
育
学
習
課

69-

２
３
１
０
）

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
教
室
を
開
催
し

ま
す

▼
日
時

９
月
４
日
（
月
）

13
時
～
15
時

▼
会
場

東
由
利
総
合
支
所

２
階

▼
テ
ー
マ
・
内
容

講
話
と
実
技

【
夏
バ
テ
解
消
】

～
暑
さ
で
弱
っ
た
身
体
を
癒
そ
う
～

▼
講
師

齋
藤

真
弓

氏

（
シ
ニ
ア
ヨ
ガ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）

▼
対
象
者

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

▼
必
要
な
も
の

動
き
や
す
い
服
装
と
靴
、
タ
オ
ル
、

水
や
お
茶
、
血
圧
手
帳

▼
申
込
み

市
民
福
祉
課
に
、
８
月
28
日
（
月
）

ま
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

※
会
場
ま
で
送
迎
を
希
望
さ
れ
る
方
は

申
込
み
の
際
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

（
市
民
福
祉
課

69-

２
１
１
８
）

土
砂
災
害
の
お
そ
れ
の
あ
る
土

地
の
現
地
調
査
を
行
い
ま
す

秋
田
県
で
は
土
砂
災
害
の
危
険
が
あ

る
箇
所
に
つ
い
て
順
次
現
地
調
査
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。
つ
き
ま
し
て
は
、
次
の

地
区
で
の
調
査
の
立
ち
入
り
に
つ
い
て

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

▼
調
査
位
置

舘
合
地
区

宇
戸
坂
、
八
日
町
、

山
崎
、
久
保
、
松
柴
、
新
沢
、

新
田

老
方
地
区

新
町

蔵
地
区

蔵
新
田

法
内
地
区

高
村

▼
調
査
期
間

８
月
中
旬
～
12
月

下
旬

(

建
設
課

69-

２
１
１
５
）

特
設
人
権
相
談
所
を
開
設
し

ま
す

人
権
や
困
り
ご
と
等
に
関
す
る
相
談

所
を
次
の
と
お
り
開
設
し
ま
す
。

秘
密
は
、
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
日
時

９
月
１
日
（
金
）

10
時
～
15
時

▼
場
所

東
由
利
公
民
館

▼
担
当
者

地
区
人
権
擁
護
委
員

▼
問
合
せ

秋
田
地
方
法
務
局
本
荘
支

局
（
22-

１
２
０
０
）

除
雪
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
を
募
集

し
ま
す

平
成
29
年
度
東
由
利
地
域
除
雪
オ
ペ

レ
ー
タ
ー
を
次
に
よ
り
募
集
し
ま
す
。

▼
募
集
期
間

９
月
１
日
か
ら
９
月
15

日
ま
で

▼
募
集
人
員

12
人

▼
応
募
資
格

○
免
許

大
型
免
許
、
大
型
特
殊
、
車

両
系
建
設
機
械
運
転
技
能
講
習
会
受
講

済
み
の
方

○
住
所

東
由
利
地
域
に
在
住
の
方

▼
応
募
方
法

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
申
込

み
、
紹
介
状
を
添
え
て
市
専
用
の
履
歴

書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
（
建
設
課

に
あ
り
ま
す
）

▼
選
考
方
法

書
類
審
査
、
面
接
試
験

▼
雇
用
期
間

29
年
11
月
６
日
か
ら
30

年
３
月
31
日
ま
で

▼
勤
務
時
間

午
前
８
時
30
分
～
午
後

５
時
15
分
（
降
雪
状
況
に
よ
り
早
朝
の

時
間
外
勤
務
が
あ
り
ま
す
）

但
し
、
11
月
は
午
前
７
時
30
分
～
午
後

４
時
15
分

▼
賃
金

日
額

９
，
６
０
０
円

▼
そ
の
他

社
会
保
険
、
雇
用
保
険
有

り
、
時
間
外
・
通
勤
手
当
支
給

※
詳
細
に
つ
い
て
は
建
設
課
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
建
設
課

69-

２
１
１
５
）

不
精
の
歯
沁
み
て
悔
し
き
冷
奴

中

通

森

川

九
二
男

虫
の
声
小
耳
に
は
さ
む
手
水
か
な

横
小
路

小

松

丈

介

畑
の
蝶
木
下
闇
に
隠
れ
た
り

久

保

高

橋

典

三

面
影
を
浮
か
べ
て
合
わ
す
墓
参
り

五
海
保

嶽

石

レ

イ

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
疲
れ
を
癒
す
冷
奴

館

西

菊

地

敬

子

篝
火
の
は
じ
け
佳
境
の
盆
踊
り

秋
田
市

嵯

峨

義

之

夏
座
敷
遺
影
は
今
日
も
ほ
ほ
え
み
て

舟

木

大

庭

喜
右
衛
門


